
 

うるま市告示第１７２号 

 うるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施要綱の一部を改正する告示を次のよう

に定める。 

 

  令和８年１０月７日 

うるま市長 中村 正人  

 

   うるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施要綱の一部を改正する告示 

 

うるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施要綱（平成２８年うるま市告示第７８

号）の一部を次のように改正する。 

 別表第１中 

「 

所長が必要と認める額 受信機、オーディオシュー、ワイ

ヤレスマイクを必要とする場合

は、別表第２修理基準の表に掲げ

る交換の額の範囲内で必要な額

を加算すること。 

※ワイヤレスマイクは１台のみ。 

」を 

「 

－ 受信機及びワイヤレスマイクの

価格の合計が２３２，７００円の

範囲内でそれぞれ必要な額を加

算すること。オーディオシューを

必要とする場合は、５，２５０円

の範囲内で必要な額を加算する

こと。 

※ワイヤレスマイクは１台のみ。 

」に改め、同表備考第２項

中「購入又は修理に要する費用の額等について、沖縄県身体障害者更生相談所の助言に基づき支給

決定を行うものとする。」を「購入に要する費用の額等について、沖縄県身体障害者相談所の助言

に基づき交付決定を行うものとする。」に改める。 



 

別表第２に次のように加える。 

（１０

５） 

所長が必要と認める特例

補装具 

所長が必要と認め

る額 

 

 

別表第２に備考として次のように加える。 

備考 

 特例補装具の修理に係る助成を行う場合は、修理の必要性及び当該補装具の修理に要する費用

の額等について、沖縄県身体障害者相談所の助言に基づき交付決定を行うものとする。 

 

様式第１号中 

「 

 □ 骨導式眼鏡型 

 □ 特例補装具（       ） 

                 」を 

「 

 □ 骨導式眼鏡型 

 □ 補聴補助システム 

 □ 特例補装具（       ） 

                 」に改める。 

 

様式第２号中 

「 

 □ 骨導式眼鏡型 

 □ 特例補装具（       ） 

                 」を 

「 

 □ 骨導式眼鏡型 

 □ 補聴補助システム 

 □ 特例補装具（       ） 

                 」に改める。 

 

 

   附 則 



 

 （施行期日） 

１ この告示は、令和８年１０月７日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この告示による改正後のうるま市軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施要綱の規定 

は、この告示の施行の日以後に交付決定するものについて適用し、同日前に交付決定するものに 

ついては、なお従前の例による。 


